
新年のご挨拶

公益社団法人 全国宅地建物取引業協会連合会
公益社団法人 全国宅地建物取引業保証協会

会長　伊藤　博

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　昨年は、みなさま方のご支援とご協力により、円
滑な組織運営ができましたことを感謝申し上げます。
全宅連および全宅保証は公益社団法人として、国
民のみなさまの住生活環境向上と安心・安全な不
動産取引の実現のため、種々の公益事業を実施し
ております。
　全宅連では、平成28年度税制改正において、社
会問題化している「空き家」の有効活用のため、譲
渡時の税制措置の必要性を当初より提言してきま
した。これにより、相続時より3年以内の譲渡につい
て3,000万円特別控除が創設されるとともに、新築
住宅の固定資産税の減額措置等各種適用期限の
延長も盛り込まれました。今後も、国民生活の基本
的要素である住宅の取得に影響を及ぼすことがな
いよう適切な提言活動を行って参ります。
　また、不動産に関する調査研究においても、「地
域守り」「資産守り」としての視点から引き続き「空
き家」対策や地域活性化の活動事例等に係る調
査研究を行うとともに、民法改正を見据えた関連法
令への影響等についても研究と対応を行います。
　さらに、良質な既存住宅の流通を促進するため、
「インスペクション・瑕疵保険推進プロジェクト」に
取組み、消費者に対する啓発活動を進めて参ります。

　宅建業者の資質向上策として「不動産キャリア
パーソン資格」を平成25年度より実施しており、総
受講者数は約2万人にのぼり、今後も消費者への安
心の証しとして人『財』育成事業を積極的に行う所
存です。
　なお現在、国では外国人観光客、労働者、留学
生の受け入れが積極的に進められております。本会
でも外国人向けの賃貸借の手引きとなるガイドブッ
クを刊行し、大学等教育機関に広く頒布するなど、
不動産取引のインバウンド対策を積極的に進めます。
　流通関係では現在、国が最重要課題の一つに掲
げる「地方創生」の一環として、総務省が行う「全
国移住ナビ」にハトマークサイトの物件データの提
供を行っております。今後も適宜リニューアルを行う
とともに、ハトマークサイトの物件情報の提供を一
層充実させることで、既存住宅市場の活性化を行っ
ていきます。
　全宅保証では、苦情解決相談業務、弁済業務を
通じて消費者保護に努め、迅速な処理を行い紛争
の未然防止を図るべく、研修会等を実施するととも
に、無料相談所のラジオPRを通して引き続き安心
安全な取引をサポートする体制を推進します。
　さて、ハトマークグループが掲げるビジョン（「み
んなを笑顔にするために、地域に寄り添い、生活サ
ポートのパートナーになることを目指します」）は、
昨年新たに6協会が協会版ビジョンを策定するなど、
全国に着実に浸透しつつあります。平成29年（2017
年）度には全宅連創立50周年、全宅保証創立45周
年を迎えることから、「全宅連2020年ビジョン・アク
ションプラン」の策定に取組むとともに、両団体を
はじめ、宅建協会、全宅管理、ハトマーク支援機構
との協力のもと、事業の具現化に努めて参ります。
　最後に、みなさまの方のますますのご繁栄とご健
勝をお祈り申し上げて、新年のご挨拶とさせていた
だきます。

ハトマークグループ・ビジョンの具現化に向けて
～みんなを笑顔にするために～
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